
樹
上
選
果

　
樹
上
選
果
で
は
、
病
害
虫
被
害
果
や
キ
ズ
果
、
粗
皮
果
等
の

外
観
不
良
果
と
規
格
外
の
大
き
さ
の
果
実
を
摘
果
し
ま
す
。
天

成
り
果
等
の
果
梗
枝
が
太
い
果
実
は
、
秋
芽
が
発
生
し
な
い
よ

う
果
梗
枝
ご
と
ハ
サ
ミ
で
間
引
き
ま
す
。
樹
上
選
果
で
こ
れ
ら

の
商
品
価
値
の
低
い
果
実
を
で
き
る
だ
け
摘
果
し
、
収
穫
や
家

庭
選
果
の
労
力
軽
減
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

秋
肥

　
秋
肥
は
、
果
実
生
産
に
よ
り
弱
っ
た
樹
の
樹
勢
の
回
復
、
耐

寒
性
の
向
上
、
翌
春
の
着
花
量
や
発
芽
量
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
施
用
し
ま
す
。

10
月
下
旬　
早
生

　
粒
状
固
形
26
号

80
㎏
／
10
ａ

11
月
上
旬　
青
島

一
般
土
壌　
粒
状
固
形
２
４
８
60
㎏
／
10
ａ

台
風
対
策
で
耕
土
の
浅
い
園
地　
柑
配
６
号　
80
㎏
／
10
ａ

浮
皮
軽
減
対
策

　
浮
皮
軽
減
対
策
と
し
て
ク
レ
ン
ト
の
散
布
を
お
願
い
し
ま
す
。

ク
レ
ン
ト
は
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
主
成
分
と
し
た
浮
皮
軽
減

剤
で
、
微
粒
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
果
実
表
面
に
薄
く
付
着
し
、

降
雨
や
朝
露
に
よ
り
果
実
に
付
着
し
た
水
分
の
乾
燥
を
促
進
し

ま
す
。

10
月
下
旬
の
着
色
初
期
と
11
月
上
旬
の
４
～
５
分
着
色
期

　
　
ク
レ
ン
ト　
１
０
０
倍　
２
回

病
害
虫
防
除

10
月
に
入
っ
て
も
高
温
多
雨
の
日
が
続
く
場
合
は
、
黒
点
病

の
防
除
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
収
穫
前
30
日
の
使
用
に
な
る

の
で
、
農
薬
の
適
正
使
用
基
準
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
秋
期
の
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
と
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
被
害
は
、

果
実
品
質
を
著
し
く
低
下
さ
せ
ま
す
。
園
内
を
よ
く
観
察
し
、

着
色
期
前
で
も
確
認
し
た
ら
、
早
期
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
上
旬　
黒
点
病

　
ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤

６
０
０
倍　
30
日
｜
４
回

10
月
中
旬　
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

　
コ
ロ
マ
イ
ト
水
和
剤

２
０
０
０
倍　
７
日
｜
２
回

10
月
下
旬　
カ
メ
ム
シ
・
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ

　
ロ
ディ
ー
乳
剤

２
０
０
０
倍　
７
日
｜
４
回

降
雨
が
多
い
場
合
は
、
褐
色
腐
敗
病

　
ス
ト
ロ
ビ
ー
Ｄ
Ｆ

２
０
０
０
倍　
14
日
｜
３
回

収
穫
後
の
管
理

樹
上
選
果

お
米
の
保
存
は
専
用
の
保
管
庫
で

　
玄
米
を
常
温
で
保
存
す
る
と
食
味
は
徐
々
に
低
下
し
ま
す
。

梅
雨
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て
高
温
多
湿
に
な
る
た
め
、
呼
吸
が

活
発
に
な
り
、水
分
の
多
い
米
は
急
速
に
品
質
が
低
下
し
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
品
質
を
維
持
す
る
た
め
に
「
菜
庫
」

な
ど
の
専
用
保
冷
庫
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
収
穫
後
か
ら
お
米
を

入
れ
て
お
け
ば
品
質
の
低
下
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

お
米
の
粒
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
集
荷
米
は
高
温
登
熟
に
よ
る
心
白
や
未
熟
、
銅
割
れ
、
カ
メ

ム
シ
被
害
に
よ
り
、
等
級
が
下
が
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

充
実
度
：
粒
の
厚
み
が
な
く
側
面
縦
溝
が
深
い
粒

乳
白
粒
：
胚
乳
部
に
白
色
不
透
明
な
部
分
が
あ
る
粒

心
白
粒
：
米
粒
の
中
心
部
が
不
透
明
で
、
乳
白
色
の
リ
ン
グ
状
の

斑
点
が
あ
る
粒

腹
白
未
熟
粒
：
米
粒
の
腹
に
白
色
不
透
明
な
部
分
が
あ
る
粒

背
白
粒
：
米
粒
の
背
部
に
白
色
不
透
明
な
部
分
が
あ
る
粒

基
部
未
熟
粒
：
基
部
の
で
ん
粉
の
蓄
積
が
不
十
分
な
場
合
に
、
そ

の
部
分
が
白
色
不
透
明
と
な
っ
た
粒

銅
割
粒
：
①
玄
米
に
亀
裂
が
は
い
る
と
精
米
時
に
砕
け
米
と
な
る

②
精
米
の
搗
精
歩
留
り
が
著
し
く
悪
く
な
る
③
ご
飯
の
食
味
が

悪
く
な
る

　
胴
割
粒
の
原
因
は
、
刈
遅
れ
や
乾
燥
機
に
よ
る
急
激
な
高
温

乾
燥
、
収
穫
や
乾
燥
時
の
機
械
的
衝
撃
、
登
熟
期
の
極
端
な
乾

燥
が
続
い
た
場
合
や
早
期
落
水
な
ど
で
す
。

土
の
老
化
を
防
ぎ
良
い
土
を
つ
く
ろ
う

　
収
穫
直
後
か
ら
来
年
の
ほ
場
準
備
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
土
づ

く
り
の
た
め
に
、
土
壌
改
良
材
を
施
肥
し
、
地
温
の
高
い
時
期

に
耕
起
作
業
を
行
い
、
稲
わ
ら
腐
熟
を
早
め
ま
し
ょ
う
。
稲
わ

ら
に
は
、多
く
の
ケ
イ
酸
が
含
ま
れ
て
い
て
、土
づ
く
り
に
と
っ

て
貴
重
な
有
機
物
資
源
で
す
。
水
田
に
す
き
込
む
こ
と
で
土
中

で
分
解
さ
れ
、
ケ
イ
酸
の
供
給
源
に
な
り
、
土
壌
微
生
物
の
増

加
や
土
壌
物
理
性
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
な
り
ま
す
。

・
稲
わ
ら
腐
熟
促
進
の
た
め
に

石
灰
窒
素　
10
～
20
㎏
／
10
ａ
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
軽
減
駆

除
も
兼
ね
て
）

わ
ら
ゴ
ー
ル
ド　
30
～
45
㎏
／
10
ａ

除
草
に
苦
労
し
た
方
に

　
刈
り
取
り
後
の
農
薬
散
布
で
夏
場
の
除
草
作
業
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

ク
ロ
レ
ー
ト
Ｓ
粒
剤　
20
～
25
㎏
／
10
ａ

プ
リ
グ
ロ
ッ
ク
ス
Ｌ　
１
０
０
～
１
５
０
ℓ
／
10
ａ

※
こ
の
農
薬
は
毒
劇
物
に
な
り
ま
す
。お
買
い
求
め
の
際
は
、

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 焼

津
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
深
沢

焼
津
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
深
沢
侑侑

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木
大
造
大
造

ア グ リ ワ ー ク ポ イ ン ト


